評価の観点と評価規準　６年
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	1
対称な図形
	①線対称
	A
	2つに折ってぴったり重なる形に関心をもち，進んで特徴を調べようとする。
	線対称な図形の意味や性質を使って，線対称な図形のかき方を考え，説明することができる。
	手際よく線対称な図形の対応する点や辺を調べたり，作図したりすることができる。
	線対称な図形の意味や性質を確実に理解している。



	
	
	B
	2つに折ってぴったり重なる形に関心をもち，特徴を調べようとする。
	線対称な図形の意味や性質を使って，線対称な図形のかき方を考えることができる。
	線対称な図形の対応する点や辺を調べたり，作図したりすることができる。
	線対称な図形の意味や性質を理解している。



	
	②点対称
	A
	回してきちんと重なる形に関心をもち，進んで特徴を調べようとする。
	点対称な図形の意味や性質を使って，点対称な図形のかき方を考え，説明することができる。
	手際よく点対称な図形の対応する点や辺を調べたり，作図したりすることができる。
	点対称な図形の意味や性質を確実に理解している。



	
	
	B
	回してきちんと重なる形に関心をもち，特徴を調べようとする。
	点対称な図形の意味や性質を使って，点対称な図形のかき方を考えることができる。
	点対称な図形の対応する点や辺を調べたり，作図したりすることができる。
	点対称な図形の意味や性質を理解している。

	
	③正多角形と対称な
図形
	A
	正多角形や円の対称性について，進んで調べようとする。
	正多角形や円にを対称性の観点から考察し，その特徴をみつけて説明することができる。
	手際よく，正多角形や円の対称性を調べることができる。
	正多角形や円の対称性を確実に理解している。



	
	
	B
	正多角形や円の対称性について，調べようとする。
	正多角形や円を対称性の観点から考察し，その特徴をみつけることができる。
	正多角形や円の対称性を調べることができる。
	正多角形や円の対称性を理解している

	
	④鏡を使って
	A
	鏡を使った線対称な形づくりに興味をもち，進んで線対称な図形をつくろうとする。
	鏡の置く位置を論理的に考えて，線対称な形をつくることができる。
	鏡を使っていろいろな線対称な図形を手際よくつくることができる。
	鏡を使った線対称のつくり方を確実に理解している。

	
	
	B
	鏡を使った線対称な形づくりに興味をもち，線対称な図形をつくろうとする。
	鏡の位置をいろいろ変えて線対称な図形をつくり，その理由を考えることができる。
	鏡を使って線対称な図形をつくることができる。
	鏡を使った線対称のつくり方を概ね理解している。

	わくわく算数学習
	
	A
	算数の学習の仕方に関心をもち，進んで学び方を学ぼうとする。
	わかりやすい算数の説明の仕方を考え，説明することができる。
	手際よく算数の学習の仕方をよみとることができる。
	自分の考えをわかりやすく説明する仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	算数の学習の仕方に関心をもち，学び方を学ぼうとする。


	わかりやすい算数の説明の仕方を考えることができる。
	算数の学習の仕方をよみとることができる。
	自分の考えをわかりやすく説明する仕方を理解している。

	2
文字と式
	①文字を使った式
	A
	数量の関係を文字を使って積極的に表そうとする。
	○や△と同じように，x，yを使って式に表す仕方を考え，説明することができる。
	手際よく文字を使って数量関係を表し，xやyの値を求めることができる。
	文字を使って表された式の数量関係を確実に理解している。

	
	
	B
	数量の関係を文字を使って表そうとする。
	○や△と同じように，x，yを使って式に表す仕方を考えることができる。
	文字を使って数量関係を表し，xやyの値を求めることができる。
	文字を使って表された式の数量関係を理解している。

	
	②式のよみ方
	A
	文字を使った式がどんな数量の関係を表しているか，進んでよみ取ろうとする。
	文字で表された式の意味を具体的な場面や図と対応させて考え，説明することができる。
	文字を使った式の意味を手際よく説明し，式をよむことができる。
	文字を使った式のよみ方を確実に理解している。

	
	
	B
	文字を使った式がどんな数量の関係を表しているか，よみ取ろうとする。
	文字で表された式の意味を具体的な場面や図と対応させて考えることができる。
	文字を使った式の意味を説明し，式をよむことができる。
	文字を使った式のよみ方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	3.

分数×分数
	①分数をかける計算
	A
	分数かける意味や計算の仕方を進んで考えようとする。
	分数をかける計算の仕方を，図を使ったり，整数化したりして考え，説明することができる。
	手際よく，分数をかける計算ができる。
	分数をかける意味や計算の仕方について確実に理解している。

	
	
	B
	分数かける意味や計算の仕方を考えようとする。
	分数をかける計算の仕方を，図を使ったり，整数化して考えることができる。
	分数をかける計算ができる。
	分数をかける意味や計算の仕方について理解している。

	
	②分数のかけ算を
使って
	A
	積極的に分数のかけ算を使って，割合などのいろいろな量を表そうとする。
	割合などのいろいろな量を分数のかけ算を使って考え，説明することができる。
	割合などのいろいろな量を手際よく分数で表すことができる。
	分数のかけ算の使い方を確実に理解している。

	
	
	B
	分数のかけ算を使って，割合などのいろいろな量を表そうとする。
	割合などのいろいろな量を分数のかけ算を使って考えることができる。
	割合などのいろいろな量を分数で表すことができる。
	分数のかけ算の使い方を概ね理解している。

	4
分数÷分数
	①分数でわる計算
	A
	分数でわる意味や計算の仕方を進んで考えようとする。
	分数でわる計算の仕方を，図を使ったり，わり算の性質を使ったり考え，説明することができる。
	手際よく分数でわる計算ができる。
	分数でわる意味や計算の仕方について確実に理解している。

	
	
	B
	分数でわる意味や計算の仕方を考えようとする。
	分数でわる計算の仕方を，図を使ったり，わり算の性質を使ったりして考えることができる。
	分数でわる計算ができる。
	分数でわる意味や計算の仕方について理解している。

	
	②分数のわり算を
使って
	A
	積極的に分数のわり算を使って，くらべる量を求めようとする。
	逆数を使って分数のかけ算とわり算の混じった計算をかけ算に直す仕方を考え，説明することができる。
	手際よく分数のかけ算とわり算を混じった計算をかけ算に直して計算することができる。
	分数のわり算や逆数の使い方を確実に理解している。

	
	
	B
	分数のわり算を使って，くらべる量を求めようとする。
	逆数を使って分数のわり算をかけ算に直す仕方を考えることができる。
	分数のかけ算とわり算を混じった計算をかけ算に直して計算することができる。
	分数のかけ算や逆数の使い方を理解している。

	5
円の面積
	
	A
	円の面積の見当をつけ，進んでその求め方を調べようとする。
	円に内接する正方形と外接する正方形から円の面積を逐次近似的に考え，説明することができる。
	公式を使って，手際よくいろいろな大きさの円の面積を求めることができる。
	円の面積を求める公式を確実に理解している

	
	
	B
	円の面積の求め方に関心をもち，調べようとする。
	円に内接する正方形と外接する正方形から円の面積を逐次近似的に考えることができる。
	公式を使って，いろいろな大きさの円の面積を求めることができる。
	円の面積を求める公式を理解している。

	6
比とその利用
	①比と比の値
	A
	2量の割合を2つの数を使って表す仕方に関心をもち，進んで調べようとする。
	2量の割合を2つの数で表す仕方を考え，説明することができる。
	2量の割合を手際よく比で表したり，比の値を求めたりすることができる。
	比と比の値の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	2量の割合を2つの数を使って表す仕方を調べようとする。
	2量の割合を2つの数で表す仕方を考えることができる。
	2量の割合を比で表したり，比の値を求めたりすることができる。
	比と比の値の意味を理解している。

	
	②等しい比
	A
	表し方の異なる等しい比があることに気づき，進んで等しい比の関係を調べようとする。
	等しい比はできるだけ簡単な比に直すことを考え，説明することができる。
	手際よく整数の比および小数，分数の比を簡単にすることができる。
	等しい比の意味や等しい比の関係を確実に理解している。

	
	
	B
	表し方の異なる等しい比があることに気づき，等しい比の関係を調べようとする。
	等しい比はできるだけ簡単な比に直すことを考えることができる。
	整数の比および小数，分数の比を簡単にすることができる。
	等しい比の意味や等しい比の関係を理解している。

	
	③比を使った問題
	A
	比を使って，進んで問題を解こうとする。
	比の値や等しい比の関係を使って，比の一方の数量や全体を決まった比に分ける仕方を考え，説明することができる。
	手際よく比の一方の数量を求めたり，全体を決まった比に分けたりすることができる。
	比の値や等しい比の関係の活用の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	比を使って問題を解決しようとする。
	比の値や等しい比の関係を使って，比の一方の数量や全体を決まった比に分ける仕方を考えることができる。
	比の一方の数量を求めたり，全体を決まった比に分けたりすることができる。
	比の値や等しい比の活用の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	どんな計算になるのかな
	
	A
	どんな計算になるのか，その理由を進んで考えようとする。
	分数のかけ算やわり算になる理由を図や言葉の式を使って考え，説明することができる。
	手際よく分数のかけ算やわり算の演算決定ができる。
	分数のかけ算やわり算の計算の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	どんな計算になるのか，その理由を考えようとする。
	分数のかけ算やわり算になる理由を図や言葉の式を使って考えることができる。
	分数のかけ算やわり算の演算決定ができる。
	分数のかけ算やわり算の計算の意味を概ね理解している。

	場合をあげて調べて
	
	A
	順序よく調べ，ちょうどよい場合を進んでみつけようとする。
	表をかいて順序よく調べ，ちょうどよい場合をみつけて，説明することができる。
	表をかいて順序よく調べ，ちょうどよい場合をよくみつけて，手際よく問題を解くことができる。
	表をかいて順序よく調べ，ちょうどよい場合をみつける思考法を確実に理解している。

	
	
	B
	順序よく調べ，ちょうどよい場合をみつけようとする。
	表を使って順序よく調べ，ちょうどよい場合をみつけることができる。
	表をかいて順序よく調べ，ちょうどよい場合をみつけて，問題を解くことができる。
	表をかいて順序よく調べ，ちょうどよい場合をみつける思考法を理解している。

	算数の自由研究
	鏡を立てて見える形
	A
	みさきさんの鏡を立てて見える形の自由研究をきっかけにして，進んで自由研究をしようとする。
	このテーマにした理由や工夫して調べた内容や方法について考え，説明することができる。
	自ら算数の自由研究のテーマをみつけて実際に取り組み，レポートにまとめることができる。
	算数の自由研究の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	みさきさんの鏡を立てて見える形の自由研究をきっかけにして，自由研究をしようとする。
	このテーマにした理由や工夫して調べた内容や方法について考えることができる。
	自ら算数の自由研究のテーマをみつけて実際に取り組みむことができる。
	算数の自由研究の仕方を理解している。

	7
図形の拡大と縮小
	①拡大図と縮図
	A
	大きさは違うが形が同じ図形に関心をもち，進んで調べようとする。
	大きさが違うのに形が同じになる理由を，辺の比や角の大きさ着目して考え，説明することができる。
	手際よく，拡大図と縮図の対応する辺の長さや角の大きさを比べることができる。
	拡大図と縮図の意味および性質を確実に理解している。

	
	
	B
	大きさは違うが形が同じ図形に関心をもち，調べようとする。
	大きさが違うのに形が同じになる理由を，辺の比や角の大きさ着目して考えることができる。
	拡大図と縮図の対応する辺の長さや角の大きさを比べることができる。
	拡大図と縮図の意味および性質を概ね理解している。

	
	②拡大図と縮図の
かき方
	A
	拡大図や縮図のかき方を進んで考えようとする。
	拡大図や縮図のいろいろな作図の仕方を考え，説明することができる。
	手際よく拡大図や縮図を作図できる。
	拡大図や縮図の作図の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	拡大図や縮図のかき方を考えようとする。
	拡大図や縮図の作図の仕方を考えることができる。
	拡大図や縮図を作図できる。
	拡大図や縮図の作図の仕方を理解している。

	
	③縮図の利用
	A
	進んで縮図を学習や生活に利用しようとする。
	実際の直線距離を，縮図を利用して求める仕方を考え，説明することができる。
	手縮図を利用して，手際よく実際の距離を求めることができる。
	縮図を学習や生活に利用する仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	縮図を学習や生活に利用しようとする。
	実際の直線距離を，縮図を利用して求める仕方を考えることができる。
	縮図を利用して，実際の距離を求めることができる。
	縮図を学習や生活に利用する仕方を理解している。

	算数実験室
	木の高さを測ろう
	A
	進んで実際の木の高さを，測定器を使って調べようとする。
	縮図を利用して木の高さを測る仕方を考え，説明することができる。
	測定器を利用して縮図をかき，手際よく実際の木の高さを求めることができる。
	縮図や測定器の利用の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	実際の木の高さを，測定器を使って調べようとする。
	縮図を利用して木の高さを測ることを考えることができる。
	測定器を利用して縮図をかき，実際の木の高さを求めることができる。
	縮図や測定器の利用の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	8
速さ
	
	A
	速さの比べ方について関心をもち，進んで調べようとする。
	単位時間に進む距離で速さを比べることを考え，説明することができる。
	手際よく，速さ，道のり，時間を求めることができる。
	速さの意味および速さ，道のり，時間を求める公式を確実に理解している。

	
	
	B
	速さの比べ方について関心をもち，調べようとする。
	単位時間に進む距離で速さを比べることを考えることができる。
	速さ，道のり，時間を求めることができる。
	速さの意味および速さ，道のり，時間を求める公式を理解している。

	変

わ

り

方

を調べ

て

(1)
	
	A
	進んで表にかき，変わり方のきまりをみつけようとする。
	表から時間が1分，2分，…と経ったときの2人の距離の変わり方のきまりを考え，説明することができる。
	表にかいて変わり方のきまりをみつけ，何分後に出会ったり，追いついたりするかを手際よく求めることができる。
	変わり方のきまりをみつけて解く思考法を確実に理解している。

	
	
	B
	表にかいて，変わり方のきまりをみつけようとする。
	表から時間が1分，2分，…と経ったときの2人の距離の変わり方のきまりを考えることができる。
	表にかいて変わり方のきまりをみつけ，何分後に出会ったり，追いついたりするかを求めることができる。
	変わり方のきまりをみつけて解く思考法を概ね理解している。

	9
比例と反比例
	①比例
	A
	一方が増えると他方も増える2つの量の関係について，表，式，グラフに表して詳しく調べていこうとする。
	変化と対応の観点から比例をとらえ，比例の式を考えて立式の根拠を説明することができる。
	比例の関係を手際よく表にかいて調べたり，式やグラフに表したりすることができる。
	比例の意味や対応関係，式，グラフについて確実に理解している。

	
	
	B
	一方が増えると他方も増える2つの量の関係について，表，式，グラフに表そうとする。
	変化と対応の観点から比例をとらえ，比例の式を考えることができる。
	比例の関係を表にかいて調べたり，式やグラフに表したりすることができる。
	比例の意味や対応関係，式，グラフについて理解している。

	
	②比例を使って
	A
	進んで比例を生活問題に利用しようとする。
	全体の数量について比例関係を使って考え，その方法を説明することができる。
	手際よく比例の考えを用いて，ものの枚数や個数を求めることができる。
	比例を活用する仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	比例を生活問題に利用しようとする。
	全体の数量について比例関係を使って考えることができる。
	比例の考えを用いて，ものの枚数や個数を求めることができる。
	比例を活用する仕方を理解している。

	
	③反比例
	A
	一方が増えると他方は減る2つの量について，進んで調べようとする。
	変化と対応の観点から反比例をとらえ，反比例の式を考えて立式の根拠を説明することができる。
	反比例の関係を手際よく表にかいて調べたり，式に表したりすることができる。
	反比例の意味や対応関係，式，について確実に理解している。

	
	
	B
	一方が増えると他方は減る2つの量について調べようとする。
	変化と対応の観点から反比例をとらえ，反比例の式を考えることができる。
	反比例の関係を表にかいて調べたり，式に表したりすることができる。
	反比例の意味や対応関係，式，について概ね理解している。

	10

立体の体積
	
	A
	角柱や円柱の体積の求め方に関心をもち，進んで調べようとする。
	角柱や円柱の体積が(底面積)×(高さ)で求められる理由を考え，説明することができる。
	角柱や円柱の体積の公式を使って，手際よく体積を求めることができる。
	角柱や円柱の体積の求め方や公式を確実に理解している。

	
	
	B
	角柱や円柱の体積の求め方に関心をもち，調べようとする。
	角柱や円柱の体積が(底面積)×(高さ)で求められる理由を考えることができる。
	角柱や円柱の体積の公式を使って，体積を求めることができる。
	角柱や円柱の体積の求め方や公式を理解している。

	11

お

よ

そ

の

形

と

大

き

さ
	
	A
	進んで，身の周りの物のおよその面積や体積を，概形を捉えて求めようととする。
	身の回りの物のおよその面積や体積を求めるのに，既習の形を利用すればよいことに気づき，その仕方を説明することができる。
	身のまわりの物のおよその面積や体積を，手際よく概形をとらえて求めることができる。
	身のまわりの物の概形をとらえ，およその面積や体積を求める仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	身の回りの物の面積や体積を，概形をとらえて求めようとする。
	身の回りの物のおよその面積や体積を求めるのに，既習の形を利用すればよいことに気づくことができる。
	身のまわりの物のおよその面積や体積を，概形をとらえて求めることができる。
	身のまわりの物の概形をとらえ，およその面積や体積を求める仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	12

資料の調べ方
	①資料の整理
	A
	資料のちらばりの様子に関心をもち，進んで表やグラフに表そうとする。
	ちらばりの様子がわかる区間の決め方を考え，説明することができる。
	ちらばりの様子がよくわかる表や柱状グラフを手際よくかくことができる。
	ちらばりを表す表や柱状グラフを確実に理解している。

	
	
	B
	資料のちらばりの様子に関心をもち，表やグラフに表そうとする。
	ちらばりの様子がわかる区間の決め方を考えることができる。
	ちらばりの様子がよくわかる表や柱状グラフをかくことができる。
	ちらばりを表す表や柱状グラフを概ね理解している。

	
	②くふうされたグラフ
	A
	工夫された柱状グラフを，進んでよみとろうとする。
	工夫された柱状グラフをみて，ちらばりの特徴をよみとり，説明することができる。
	工夫された柱状グラフをよみとって手際よく問題を解決できる。
	工夫された柱状グラフのよみ取り方を確実に理解している。

	
	
	B
	工夫された柱状グラフを，よみとろうとする。
	工夫された柱状グラフをみて，ちらばりの特徴をよみとることができる。
	工夫された柱状グラフをよみとって問題を解決できる。
	工夫された柱状グラフのよみ取り方を理解している。

	変

わ

り

方

を調べ

て
(2)
	
	A
	表にかいて，変わり方のきまりをみつけて，解こうとする。
	表にかいて変わり方のきまりをみつけ，考えを説明することができる。
	表をかいて2つの数量の和や差の変わり方のきまりをみつけ，手際よく問題を解くことができる。
	2つの数量の変化を順に調べたり，適当なところから調べたりしてきまりをみつける思考法を確実に理解している。

	
	
	B
	表に，順にかいたり適当なところからかいたりして，変わり方を調べて解こうとする。
	表にかいて変わり方のきまりをみつけることができる。
	表をかいて2つの数量の和や差の変わり方のきまりをみつけ，問題を解くことができる。
	2つの数量の変化を順に調べたり，適当なところから調べたりしてきまりをみつける思考法を概ね理解している。

	13

場合を順序よく整理して
	①場合の数の調べ方
	A
	試合の組み合わせなどに関心をもち，いろいろな場合を順序よく整理して調べようとする。
	観点を決めて，順序よく図や表に整理して考え，説明することができる。
	手際よく図や表にかいて，落ちや重なりなく組のつくり方や並べ方を調べることができる。
	場合を順序よく整理して調べる仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	試合の組み合わせなどに関心をもち，順序よく整理して調べようとする。
	観点を決めて，順序よく図や表に整理して考えることができる。
	図や表にかいて，落ちや重なりなく組のつくり方や並べ方を調べることができる。
	場合を順序よく整理して調べる仕方を概ね理解している。

	
	②いろいろな場合を
考えて
	A
	進んで起こり得る場合を順序よく整理し，目的に合うものをみつけようとする。
	全部を調べてちょうど当てはまる場合をみつけたり，仲間に分けたりして考え，それを説明することができる。
	全部を調べてちょうど当てはまる場合をみつけたり，仲間に分けたりして，手際よく問題を解決することができる。
	起こり得る場合を順序よく分類・整理する仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	起こり得る場合を順序よく整理し，目的に合うものをみつけようとする。
	全部を調べてちょうど当てはまる場合をみつけたり，仲間に分けたりして考えることができる。
	全部を調べてちょうど当てはまる場合をみつけたり，仲間に分けたりして問題を解決することができる。
	起こり得る場合を順序よく分類・整理する仕方を理解している。

	見積もりを使って
	
	A
	進んで見積もりを使って問題を解決しようとする。
	切り上げ，切り捨てや概数を使った見積もりの仕方を考え，説明することができる。
	切り上げ，切り捨てや概数を使った見積もりを利用して手際よく問題を解決できる。
	切り上げ，切り捨てを使った見積もり，概数を使った見積もりの活用法を確実に理解している。

	
	
	B
	見積もりを使って問題を解決しようとする。
	切り上げ，切り捨てや概数を使った見積もりの仕方を考えることができる。
	切り上げ，切り捨てや概数を使った見積もりを利用して問題を解決できる。
	切り上げ，切り捨てを使った見積もり，概数を使った見積もりの活用法を概ね理解している。

	みらいへのつばさ
	備蓄計画
	A
	備蓄計画に関心をもち，いろいろ調べて備蓄計画を立てようとする。
	1人が1日に必要となる水や食料がどれだけかを，いろいろ調べ，説明することができる。
	家族の水や食料などの備蓄計画を手際よく立てることができる。
	物資を数量化して備蓄計画を立てる仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	備蓄計画に関心をもち，備蓄計画にまつわる問題を解こうとする。
	1人が1日に必要となる水や食料がどれだけかを考えることができる。
	家族の水や食料などの備蓄計画を立てることができる。
	物資を数量化して備蓄計画を立てる仕方を概ね理解している。

	よみとる算数
	チョコレートと出島
	A
	チョコレートと出島にまるわる資料を，進んでよみとろうとする。
	目的に応じた資料を選択し，必要な数量の情報を活用して考え，自分の考えを説明することができる。
	手際よく目的に応じた資料を選び，数量的な情報を活用して問題を解決できる。
	目的に応じた資料の選択や必要な数量のよみ取り方を確実に理解している。

	
	
	B
	チョコレートと出島にまるわる資料をよみとろうとする。
	目的に応じた資料を選択し，必要な数量の情報を活用して考えることができる。
	目的に応じた資料を選び，数量的な情報を活用して問題解決できる。
	目的に応じた資料の選択や必要な数量のよみ取り方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	割

合

を

使

っ

て
	
	A
	進んで割合を使った問題に取り組もうとする。
	全体を1として，部分の割合やそれらの和や積を考え，問題解決に活用することができる。
	全体を1として，部分の割合やそれらの和や積を考えて，手際よく問題を解くことができる。
	全体を1として，割合の和や差や積を考える思考法を確実に理解している。

	
	
	B
	割合を使った問題に取り組もうとする。
	全体を1として，部分の割合やそれらの和や積を考えることができる。
	全体を1として，部分の割合やそれらの和や積を考えて，問題を解くことができる。
	全体を1として，割合の和や差や積を考える思考法を理解している。

	14
量の単位
	
	A
	いろいろな量の単位に関心をもち，体系的に量の単位を整理しようとする。
	いろいろな量の単位の関係を，基本単位を基に整理して考え，説明することができる。
	いろいろな量の単位の関係を，手際よく体系的に整理することができる。
	メートル法に基づく体系的な量の単位を確実に理解している。

	
	
	B
	いろいろな量の単位に関心をもち，量の単位を整理しようとする。
	いろいろな量の単位の関係を，基本単位を基に整理して考えることができる。
	いろいろな量の単位の関係を体系的に整理することができる。
	メートル法に基づく体系的な量の単位を理解している。

	発見！算数島
	わっても　ひいても
	A
	答えが同じ分数の計算のおもしろさに気づき，他にもいろいろつくろうとする。
	わってもひいても答えが同じ分数計算のしくみを考え，説明することができる。
	わってもひいても答えが同じ分数の計算を手際よくつくることができる。
	わってもひいても答えが同じ分数計算のしくみを確実に理解している。

	
	
	B
	答えが同じ分数の計算に関心をもち，自分でもつくろうとする。
	わってもひいても答えが同じ分数計算のしくみを考えることができる。
	わってもひいても答えが同じ分数の計算をつくることができる。
	わってもひいても答えが同じ分数計算のしくみを理解している。

	
	多角形と円の面積
	A
	「多角形と円の面積」に関心をもち，進んで面積を求めようとする。
	多角形の内角の和と関連づけて円の面積の求め方を考え，説明することができる。
	多角形の内角の和と関連づけて，手際よく円の面積の求めることができる。
	多角形の内角の和と関連づけた円の面積の求め方を確実に理解している。

	
	
	B
	「多角形と円の面積」に関心をもち，面積を求めようとする。
	多角形の内角の和と関連づけて円の面積の求め方を考えることができる。
	多角形の内角の和と関連づけて，円の面積の求めることができる。
	多角形の内角の和と関連づけた円の面積の求め方を概ね理解している。

	
	3つの数の比
	A
	3つの比に関心をもち，進んで調べようとする。
	全体を3つの比に分ける仕方を考え，説明することができる。
	手際よく3つの比に表したり，全体を3つの比に分けたりすることができる。
	3つの比の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	3つの比に関心をもち，調べようとする。
	全体を3つの比に分ける仕方を考えることができる。
	3つの比に表したり，全体を3つの比に分けたりすることができる。
	3つの比の意味を理解している。

	
	紙の大きさ
	A
	A判やB判の紙の大きさに関心をもち，進んで縦と横の長さの比を調べようとする。
	サイズの違うA判やB判の紙の縦と横の長さの比がどれも同じである理由を考え，説明することができる。
	手際よく，いろいろなサイズのA判やB判の紙の縦と横の長さの比を調べることができる。
	A判やB判の紙は縦と横の長さの比が同じになっていることを確実に理解している。

	
	
	B
	A判やB判の紙の大きさに関心をもち，縦と横の長さの比を調べようとする。
	サイズの違うA判やB判の紙の縦と横の長さの比がどれも同じである理由を考えることができる。
	いろいろなサイズのA判やB判の紙の縦と横の長さの比を調べることができる。
	A判やB判の紙は縦と横の長さの比が同じになっていることを概ね理解している。

	
	ピラミッドの体積
	A
	四角すいの体積の求め方に関心をもち，四角柱と関連づけて調べようとする。
	四角すいの体積を，底面と高さが同じ四角柱と関連づけて考え，説明することができる。
	四角すいの体積は底面と高さが同じ四角柱の
[image: image1.wmf]3

1

になることを使って，手際よく体積を求めることができる。
	四角すいの体積は底面と高さが同じ四角柱の
[image: image2.wmf]3

1

になることを理解している。

	
	
	B
	四角すいの体積の求め方に関心をもち，調べようとする。
	四角すいの体積を，底面と高さが同じ四角柱と関連づけて考えることができる。
	四角すいの体積は底面と高さが同じ四角柱の
[image: image3.wmf]3

1

になることを使って，体積を求めることができる。
	四角すいの体積は底面と高さが同じ四角柱の
[image: image4.wmf]3
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になることを概ね理解している。


	単元
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	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	発見！算数島
	大きな単位，小さな
単位
	A
	大きな量の単位や小さな量の単位につく接頭語に関心をもち，進んでそのしくみを調べようとする。
	大きな量の単位や小さな量の単位につく接頭語の意味を理解し，それらの関係を考え，説明することができる。
	大きな量の単位と小さな量の単位につく接頭語から，手際よく単位間の関係を導くことができる。
	大きな量の単位と小さな量の単位のしくみを体系的に理解している。

	
	
	B
	大きな量の単位や小さな量の単位につく接頭語に関心をもち，そのしくみを調べようとする。
	大きな量の単位や小さな量の単位につく接頭語の意味を理解し，それらの関係を考えることができる。
	大きな量の単位と小さな量の単位につく接頭語から，単位間の関係を導くことができる。
	大きな量の単位と小さな量の単位のしくみを理解している。

	
	どんな計算になるの
かな
	A
	進んでどんな計算になるのかを調べようとする。
	既習の計算の意味を基に，演算を決定し，その根拠を説明することができる。
	既習の計算の意味を基に，手際よく演算を決定することができる。
	分数のかけ算やわり算の意味を確実に理解している。

	
	
	B
	どんな計算になるのかを調べようとする。
	既習の計算の意味を基に，演算を決定しその根拠を考えることができる。
	既習の計算の意味を基に，演算を決定することができる。
	分数のかけ算やわり算の意味を理解している。

	
	見積もりを使って
	A
	時間の見積もりを立てて，進んで生活に生かそうとする。
	移動と見学時間のおよその時間を見積もり，説明することができる。
	時間の見積もりを使って，手際よく遠足の計画を立てることができる。
	時間の見積もりの仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	時間の見積もりを立てて，生活に生かそうとする。
	移動と見学時間のおよその時間を見積もることができる。
	時間の見積もりを使って，遠足の計画を立てることができる。
	時間の見積もりの仕方を概ね理解している。

	
	よみとる算数
	A
	遠足のしおりから必要な情報を進んでよみ取ろうとする。
	目的に合った情報を選択し，その根拠を説明することができる。
	目的に合った数量の情報を選択し，手際よく問題を解くことができる。
	目的に合った情報の選択の仕方を確実に理解している。

	
	
	B
	遠足のしおりから必要な情報をよみ取ろうとする。
	目的に合った情報を選択し，考えることができる。
	目的に合った数量の情報を選択し，問題を解くことができる。
	目的に合った情報の選択の仕方を理解している。
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